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組合事務のポイント　 事業報告書の作成
　　　　　　（全組合共通、但し、非出資商工組合では該当しない箇所を削除）

特 集 Ⅰ

　事業報告書は、中小企業等協同組合法施行規則に基づき決算関係書類の一つとしてその作成が義務付けられ、通
常総会において承認を受けることとなっております。事業報告書の作成に以下の様式例をご参考下さい。

事　業　報　告　書
自　　年　　月　　日
至　　年　　月　　日

Ⅰ　事業活動の概況に関する事項
　１　事業年度（末日）における主要な事業内容・当該事業年度における事業の経過及びその成果
　　�（組合及び組合員をめぐる経済・経営状況、当該事業年度における主要な事業の内容・経過及び成果を事業ご
とに記載）

　　（1）組合及び組合員をめぐる経済・経営状況
　　（2）共同事業の実施状況
　　　①共同購買事業（事業内容と経過の概要、事業の成果を簡潔に記載）
　　　②○○事業（事業内容と経過の概要、事業の成果を簡潔に記載）
　２　増資及び資金の借入れその他の資金調達の状況
　　　（当該事業年度中に新たな資金調達を実施した場合に記載）

資金実績表
資金運用実績 資金調達実績

１　固定資産投資　　　　　　　　　　×××
２　借入金返済額　　　　　　　　　　×××
３　出資・利用分量配当金　　　　　　×××
４　○○○　　　　　　　　　　　　　×××
５　差引運転資金の増減　　　　　　　×××
　　　　　資金運用合計　　　　　　××××

１　増資　　　　　　　　　　　　　×××
２　借入金　　　　　　　　　　　　×××
３　当期純利益金額　　　　　　　　×××
４　減価償却費　　　　　　　　　　×××
５　○○○　　　　　　　　　　　　×××
　　　　　資金調達合計　　　　　××××

　３　設備投資の状況（当該事業年度中に設備投資を実施した場合に記載）
　　　①組合会館・組合事務所　各○箇所
　　　②工場・倉庫　各○箇所
　４　業務提携等重要事項の概要
　　　�（業務上の提携、子会社にする会社の株式又は持分の取得、事業全部又は一部の譲渡又は譲受け・合併・そ

の他の組織再編成があった場合に、その状況を記載）
　５　直前3事業年度の財産及び損益の状況（当該事業年度は含まない。）

項　目 前　期 前前期 前前前期
資産合計 　××× 　××× 　×××
純資産合計 　　×× 　　×× 　　××
事業収益合計 　××× 　××× 　×××
当期純利益金額 　　　× 　　　× 　　　×

　６　対処すべき重要な事項・組合の現況に関する重要な事項
　　　（組合が対処すべき課題等、組合の現状に関する状況の中で重要な事項がある場合に記載）

Ⅱ　運営組織の状況に関する事項
　１　総会の開催状況
　　　�（当該事業年度中に開催した総会の状況（開催日時、出席組合員数、出席理事・監事数、出席方法、主な議

案の議決状況等）を記載）
　２　理事会の開催状況
　　　�（当該事業年度中に開催した理事会の状況（開催日時、出席理事・監事数、出席方法、主な議案の議決状況等）を記載）
　３　委員会・部会等の開催状況
　　　�（当該事業年度中に開催した委員会・部会等の状況（開催日時、出席者数、主な議題等）を記載）
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　４　組合員数及び出資口数の増減� （１口金額○○○○円）
前年度末 増　加 減　少 本年度末

組 合 員 数 名 名 名 名
出 資 口 数 口 口 口 口
出 資 総 額 円 円 円 円

　５　役員に関する事項
　　（1）役員の氏名及び職制上の地位及び担当

地　位 氏　名 担　当

　　（2）兼務役員についての重要な事実
　　　�（組合の役職以外に就いている外部会社等における役職、ただし員内役員については、組合にあっては組合

員企業における役職、連合会にあっては会員組合における役職、所属員企業における役職を除く。）
地　位 氏　名 兼務役員の状況（会社名と役職）

　　（3）辞任した役員の氏名
地　位 氏　名 退任月日・退任事由

　６　職員の状況及び業務運営組織図
　　（1）職員の状況

前期末 当期増加 当期減少 当期末
人　　　　数 人 人 人 人
平 均 年 齢 歳 歳 歳 歳
平均勤続年数 年 年 年 年

　　（2）組織図　　（例)　　　　　総会　　　　　　理事会　　　　　理事長　　　　　　事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 監　事　　

　　（3）組合と協力関係にある組合員が構成する組織の概要
組織の名称 組織の目的と活動（事業）概要

　７　施設の設置状況
　　　（主たる事務所、従たる事務所及び組合が所有する施設の種類ごとの主要な施設の名称及び所在地等）

施設の名称 施設の概要 所在地

　８　重要な子会社（子法人、関連会社）の状況
　　　（商号(名称)、代表者名、所在地、資本金額当該子会社に対する組合の議決権比率、主な事業内容）
　９　組合の運営組織の状況に関する重要な事項

Ⅲ　その他組合の状況に関する重要な事項
　
《組合事務等についてご不明な点がございましたら、以下までお問合せ下さい》
　　　京都府中小企業団体中央会　 本部事務所　☎ 075-708-3701　　北部事務所　☎ 0773-76-0759



4 協 同 2023.4

令和5年度 中小企業組合等課題対応支援事業特 集 Ⅱ

　環境変化等に対応するため、単独では解決困難な諸テーマ（新たな活路開拓・付加価値の創造、既存事業分野の
活力向上・新陳代謝、取引力の強化、情報化の促進、技術・技能の継承、海外展開戦略、各種リスク対策等）につ
いて、中小企業連携グループが改善・解決を目指すプロジェクトを支援します。例えば、調査研究、試作開発、展
示会出展または開催、情報ネットワークシステム開発等にご活用いただけます。
　支援対象者　　中小企業組合（事業協同組合、商工組合、企業組合等）を中心とした中小企業の連携グループ
　　　※�特定非営利活動法人（NPO法人）、公益社団法人、一般財団法人・公益財団法人、3名以上の中小企業者が共同出資をし

ていない会社組織（株式会社等）等は支援の対象となっておりませんのでご注意下さい。

　補　助　率　　補助対象経費の10分の6以内
　応募受付期間　　第１次募集：令和５年３月 １日（水）～３月３１日（金）（必着）　《終了》
　　　　　　　　第２次募集：令和５年４月 ３日（月）～５月２６日（金）（必着）　《募集中》
　　　　　　　　第３次募集：令和５年７月１０日（月）～８月１０日（木）（必着）
　　　　　　　　（第２次募集において予算枠に到達した場合、第３次募集は実施されません。）

１．中小企業組合等活路開拓事業 （展示会等出展・開催事業含む）　
　組合等を中心に共同して調査研究、将来ビジョンの策定、試作品の開発など、様々な取組みに対して補助します。
「活路開拓事業」では、専門家を招聘した委員会で検討を行い、市場調査、試作品の開発、ビジョンの策定、成果
を発表するなどして、課題を解決、成果を共有する取組みを補助します。
　「展示会等出展・開催事業」は、国内外の展示会への出展（バーチャル展示会への出展も可）や展示会の自主開
催を補助します（バーチャル展示会の開催や商品等の販売を伴う出展・開催は不可）。
　補 助 金 額　　補助金上限
　　　　　　　　　大規模・高度型※：上限　２，０００万円（下限100万円）
　　　　　　　　　通　常　型　　　：上限　１，２００万円（下限100万円）
　　　　　　　　　展示会事業　　　：上限　１，２００万円（下限なし）

　取組のイメージ
　《活路開拓事業》
　　ⅰ）組合員の意識や経営環境を調査したい。
　　ⅱ）他業界で成功している手法を学びたい。
　　ⅲ）共同施設のリニューアルの方向性や課題を考えたい。
　　ⅳ）厳しい環境規制に対応する方策を検討したい。
　　Ⅴ）ＳＤＧｓを学び、業界を挙げて実践したい。
　《展示会等出展・開催》
　　ⅵ）進出していない地域で展示会を開催して販路拡大の可能性を調査したい。
　　ⅶ）バーチャル展示会に出展して幅広くニーズを確認したい。
　　ⅷ）海外の展示会に出展して海外取引拡大の足掛かりとしたい。

　　※�大規模・高度型は補助金申請予定額が1,200万円を超え事業終了後3年以内に売上高が10％以上増加することが見込まれ
るもの、または、コストが10％以上削減されることが見込まれるものに限ります。

　　利用者からの声
　　　その１　効率的、効果的な販売促進が可能となり、チラシコストを３０％以上削減できた。
　　　その２　新製品、新工法を開発した結果、１１１社まで落ち込んだ組合員数が１４６社に増加した。
　　　その３　ブランド確立のため展示会に出展し、年５件程度だった新規取引が８倍の４０件に増加した。

　　中小企業組合等活路開拓事業では委員会を設置して事業を進める必要があります。
　　委員会はオンライン会議システム等を利用することも可能です。
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２．組合等情報ネットワークシステム等開発事業
　組合等が行うアプリケーションシステムや情報ネットワークシステムの開発、開発のための計画立案、RFP（提
案依頼書）策定を支援するために、外部から専門家を招聘してシステム設計の検討を行ったり、専門業者に対して
システム開発を外注したりする経費等を補助します。

　補 助 金 額　　補助金上限
　　　　　　　　　大規模・高度型※：上限　２，０００万円（下限100万円）
　　　　　　　　　通　常　型　　　：上限　１，２００万円（下限100万円）

　取組のイメージ
　《基本計画策定事業》
　　ⅰ）ＷＥＢシステムを活用した組合員間ネットワーク構築のための基本計画策定。
　　ⅱ）災害等のリスク対応のための組合員の在庫・文書等管理システム整備のための研究。
　　ⅲ）組合業務管理システムのクラウド化のための業務分析、調査研究。

　《情報システム構築事業》
　　ⅳ）組合員の発注業務効率化のためのメーカー・卸間のＥＤＩ（電子データ交換）システムの開発。
　　ⅴ）組合員のローコストオペレーションを可能にする店舗販売管理システムの開発と普及。
　　ⅵ）ＷＥＢサイトを活用した組合員の取扱う製品の共同販売システムの構築。
　　ⅶ）クラウドを活用した組合員の取扱う製品等の管理システムの構築。

　　※�大規模・高度型は補助金申請予定額が1,200万円を超え事業終了後3年以内に売上高が10％以上増加することが見込まれ
るもの、または、コストが10％以上削減されることが見込まれるものに限ります。

利用者からの声
　その１　受発注システムを開発、システム利用により発生していた誤発注が９６％減少した。
　その２　開発した受注支援ツールによって売上高が６，３２３万円から１億１，７４４万円に増加した。
　その３　顧客情報を掴めるようになり販売機会ロスが減少、売上高が前年度比４０％増加した。

　　　組合等情報ネットワークシステム等開発事業では委員会を設置して事業を進める必要があります。
　　　委員会はオンライン会議システム等を利用することも可能です。

補助金のご活用に関するご相談は、各組合等の担当者までお気軽にご連絡下さい。
　京都府中小企業団体中央会　 本部事務所 ☎075-708-3701　　北部事務所 ☎0773-76-0759
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中央会NEWS中央会NEWS
京都ビジネス交流フェア2023に京都府中小企業団体中央会は団体出展しました！！

　２月16日(木)・17日(金)に京都パルスプラザで「京都ビジネス交流フェア2023」が開催され、京都府中小企業
団体中央会エリアでは計11団体(協同組合京都府金属プレス工業会、協同組合日新電機協力会、協同組合日新電機
協力会青年経営研究会、京都府プラスチック協同組合、京都府印刷工業組合、京都府紙器段ボール箱工業組合、京
都府鍍金工業組合、綾部鉄工工業協同組合、舞鶴工業集積協議会、京都府中小企業団体中央会、京都伝統工芸協議
会)が出展した。　
　製造業関連組合等の団体が出展することにより、ものづくり製造業界としての高い技術力のPR機会を設けるこ
とで、需要開拓・販路拡大に向けたマッチング支援を実施している。
　催事全体では、出展者数173社18団体が出展し、参加者数延べ約5,000人（昨年度実績：4,000人）が参加、
本フェアの出展を通じて、出展団体や事業者の広報及び販路拡大に繋げることが出来た。

中央会団体ブースエリア 山下副知事の見学の様子 助け合い連携支援事例の展示西脇知事との記念撮影

京都府官公需適格組合協議会及び大阪府官公需適格組合協議会との合同懇談会を開催
　京都府官公需適格組合協議会（会長　京都ビルメンテナンス協同組合　森本哲郎　理事長）では、２月17日（金）
にリーガロイヤルホテル京都にて、大阪府官公需適格組合協議会との合同懇談会を開催した。コロナ禍の影響で約
３年ぶりとなる合同懇談会には、京都・大阪協議会の役員・会員など21名が出席した。
　それぞれ両協議会から官公需の取組等の紹介を行った後、神奈川県中小企業団体中央会　情報調査部　部長代理
　内田　進氏を講師に招き、「組合事業拡大の戦
略について～官公需適格組合事例～」と題して講
演をいただいた。
　後半には、官公庁からの契約や官公需適格組合
の認知度向上などの課題や現状に関し、率直な情
報交換、意見交換が行われ、課題克服に向けての
方向性やきっかけを得られる貴重な場となった。

助け合い隊 連携支援事業「京都発 新商品・新サービス合同記者発表会」を初開催！
　３月17日（金）にホテルモントレ京都２階ケンジントンにおいて、『京都発 
新商品・新サービス合同記者発表会』を開催し、８組合・組合員企業が新商品・
新サービスを発表しました！
　合同記者発表会の第１部では、各参加者が登壇し、新商品・新サービスのプレ
ゼンテーションを行い、第２部では、司会がそれぞれのブースを回り、インタ
ビュー形式で新商品・新サービスのアピールを行いました。
　京都新聞、読売新聞、Ｊ：ＣＯＭ京都みやびじょん等、報道機関７社が来場さ
れ、参加者はそれぞれ取材を受け、効果的な広報の場とすることができました。また、当日はＹｏｕ
ＴｕｂｅのＬＩＶＥ配信を行いました！ＬＩＶＥ配信の模様は、ＹｏｕＴｕｂｅのアーカイブで閲覧
できますので、こちらのQRコードからぜひご覧ください！

＜参加組合・組合員企業＞
①京なか GOZAN（京都コンピューター事業協同組合）
②山城織物協同組合
③京都府旅行業協同組合
④宇治の露製茶株式会社［福寿園グループ］
　（京都府茶協同組合）

⑤京都府紙器段ボール箱工業組合
⑥有限会社ヒロミ・アート（京七宝協同組合）
⑦株式会社もり（京都府漬物協同組合）
⑧京都府易道協同組合
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中小企業団体情報連絡員11月分報告より
■エネルギー価格の高騰、人手不足は深刻さ増す

業界景況天気図 概　　　　況

全　体
1月 →2月
　　

　人流の回復により徐々に明るい兆しが見え始めているが、物価上昇による消費マインドの低下が影響し、
業況の回復は足踏み状態となっている。中小企業を取り巻く経営環境に不安材料は山積しており、特に、エ
ネルギー価格の高騰、人手不足は深刻さを増している。各業界・企業の懸命な努力が続いているが、経営環
境の改善に向けた支援策が求められる。

製造業

1月

↓
2月

繊維工業
　　

　人流の回復により諸催事は行われているものの、和装関係では新型コロナウイルス感染症の流行以前のよ
うな需要回復には至っていない。成人式に係る振袖需要は根強くあるものの、訪問着等の需要は大きく減少
している。

出版・印刷
　　

　前月と大きな変化はないが、新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢の影響により、売上の減少、資
機材の調達困難など厳しい経営環境が続いている。また、原材料価格の高騰、特に用紙の値上げに苦慮して
いる。

鉄鋼・金属
　　

　全体では少しずつ動きが出てきている。部材の不足なども解消してきており、春以降から幾分期待が持て
そうである。ただし、自動車関連はカーメーカーの生産調整が現在でも続いており厳しい状況である。

一般機械等
　　

　業界景況が回復傾向にあるなか、依然人材の確保が厳しい状況が継続している。特に、新卒者の採用は難
しく、技術・技能継承に危機感を感じている。現状を打破するため、雇用のグローバル化の検討を始めている。

その他製造業
　　

　紙製容器製造業では、一部で物価高騰による買い控えと思われる影響が出始めており、売上減少に転じた
企業が出始めている。原材料の値上げが本格化しているが、値上げに消極的な企業があるなど足並みが揃わ
ず、値上げの遅れによる収益減少が懸念される。製材業･木製品製造業では、価格上昇の影響が新築住宅着
工やリフォーム工事の契約の遅れ及び中止につながっている。

非製造業

1月

↓
2月

卸　　売
　　

　飲食料品卸売業では、買受額は対前年同月比125％増も、魚価の高騰によるもので取引数量は微増である。
魚価の高騰により業務筋、量販店共に仕入を控えている模様。繊維・衣服等卸売業では、アパレルや寝装寝
具は、百貨店売上高が11カ月連続で上昇しており、回復傾向が顕著に表れている。

小　　売
　　

　食肉小売業ではインフレが止まらない。穀物相場の高騰、飼料の高騰等で畜産物の原価が上がり、産地か
ら値上げ要請が幾度となくきている。電気光熱費の上昇が家計を苦しめ、高価格商品は買い控えも出てきて
いるようだ。どこの店舗も人手不足が深刻で、早急な対策が必要であると思う。

商 店 街
　　

　新型コロナウイルスの治まりもあり人通りはある。また、外国人観光客の往来も増えているなか購買意欲
は低く、各店売上は減少している。やはり、物価高騰とウクライナ情勢による負の要因が大きいと思われる。

サービス
　　  

　旅行業では、全体のクーポン発行高、発行件数ともに、全国旅行支援効果もあり前年同月を大きく上回っ
た。海外も順調に伸びてきている。しかしながら、コロナ禍前の2020年2月との比較では、全体で約56％、
海外は49％という状況である。旅館・ホテル業では、京都府内のどの地区においても、規模の大小に関わ
らずホテル・旅館など全ての施設は「人手不足」に苦慮しているようだ。

建　　設
　　

　資金繰りに大きな変化はないが、工事の引き合いや新規の工事の受注は少なくなってきている。依然とし
て材料仕入単価は上昇しており、採算を収支トントンにするのに苦労している。

運　　輸
　　

　道路旅客運送業では、タクシー業界で運賃改定に向けた審査が進んでおり、加えて懸案事項である遠距
離割引率を変更したいという業者が増えてきた。労働時間の短縮、残業代の割増などタクシー事業にとっ
て利益が残らない環境の中で、わずかに光が差してきたように感じる。

2月分報告より【前年同月比】京都経済お天気

　　 　　 
快晴
� DI値 40以上

晴れ
� 20〜40未満

くもり
� 20未満〜△20未満

小雨
� △20〜△40未満

雨
� △40以上

※�DIとは、Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、好転（増加・上昇）したとする割合から、悪化（減少・低下）
したとする割合を差し引いた値です。
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表紙タイトル「協同」背景色は、京都府印刷（工）が京にゆかりのある名前を
付した12色を創作したうちの「丸山公園のしだれ桜色」です。

広く府民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と
正しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、府民による道路交通
環境の改善に向けた取組を推進することにより、交通事故防止の徹底
を図る。

『 さわやかに 笑顔で合図 ゆずり合い 』

令和５年５月１１日（木） ～ ５月２０日（土）までの１０日間
交通事故死ゼロを目指す日 ５月２０日（土）

◇ こどもを始めとする歩行者の安全の確保
◇ 横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上
◇ 自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 月刊中小企業連携組織活性化情報　
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